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自然情報におけるランダムルート作成システム 2
Making Randomroute System
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　作成したルートを元に方向指示器を用いて
ユーザに指示が与えられ、自然界を探索する。

　ネットワークコンピュータからの情報を
ウェアラブルコンピュータに送り、それらの
情報からルートを作成する。

ゴミ
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　ネットワークコンピュータがセンサより得られた
� 情報を相互交換している。

ゴミ
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　センサから気持ちのいいポイント・ゴミ・
� 危険なポイント情報を得る。

The net workcomputers communicate each other 
the information from many sensores.

The net work computer gets information 
that are points of garbage, mist and
comfortable place.

The net work computer sends 
information to each wearable 
computers.
These information construct the 
random route.

Based on the created route, user is given
the directions from the indicator. 
And user can walk for outdoor to use the 
indicator.

システムの流れ
system process
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システムの構造
system construction

PHS用カメラ
(人が通る前
と通った後の
画像を解析し
ゴミの有無を
調べる)

風センサ
(人が心地良いと思
う風が吹いている
かどうかを検知する)

温度・湿度センサ
(人が心地良いと
思う温度・湿度を
検知する。霧の発
生を検知する。)

NC
(ネットワークコンピュータ
の略。センサからからの情
報をdatabaseに保存し、他
のNCとアドホック通信によ
り情報の共有を行っている。
通信には無線LANを使用して
いる。)

WC
(ウェアラブルコンピュ
ータの略。ルート作成
範囲に入るとNCより情
報を受けてそれをもと
にルート作成をし、方
向指示器に指令を出す)

方向指示器
(マトリックス型LEDを
用いてユーザに進むべ
き方向を示す。また、
制御にはH8マイコンを
使用している)


